
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまで映画「標的の村」や「沖縄スパイ戦史」など、沖縄を舞台にしたドキュメンタリー映画を

作ってきた、三上智恵監督の最新作「戦雲（いくさふむ）」が間もなく上映されます。 

 ＪＲ総連はこの間、本作のスピンオフ作品『沖縄、再び戦場へ』（仮）の上映会をおこなうなど、

９条連と共に本作への支援をおこなってきました。 

 この映画は、日米両政府の主導のもと、沖縄の島々で急速に進

んでいる軍事要塞化と、そこで生活している住民の生の声が映

し出されています。 

そして、これは決して沖縄だけの問題ではなく、全国の空港・

港湾の軍事拠点化・兵站基地化が進められていること。本当の

「国防」とは何かという問題を、私たち一人ひとりに投げかける

映画です。 

三上智恵監督は「今からでも遅くはない。共に目撃者になり、

今という歴史を背負う当事者になってほしい」と強く訴えてい

ます。ぜひ、仲間・友人と一緒に「戦雲（いくさふむ）」を観に、

劇場へ足を運びましょう！そして、戦争体制強化に反対し、共に

声をあげていきましょう！ 

ＪＲ総連通信 
２０２４年３月１日 №１７１６ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

主な上映スケジュール 
・３／１６～（東京都中野区）ポレポレ東中野 

（神奈川県横浜市）シネマ・ジャック＆ベティ 

（大阪府大阪市）第七藝術劇場 

  ・３／２９～（福岡県福岡市）KBCシネマ１・２ 

・３／３０～（北海道札幌市）シアターキノ 

      （広島県広島市）横川シネマ 

・４／ ５～（宮城県仙台市）フォーラム仙台                他、全国順次公開！ 


